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関 ...6.. 守司｛系 法
法 律
0日本国有鉄道 改革法（87) 12・ 4
（注）日本固有鉄道による鉄道事業その他の事業に
つい て， 現行の公共企業体による全国一元的
経営体制の下においては その事業の 適切かっ
健全な運営を確保する ことが困難となってい
る事態に対処して， 新たな経営体制の下にお
い て我が国の基幹的輸送機関として果たすべ
き機能を効率的に発捕させるため， 日本固有
鉄道の経営形態の技本的な 改革に関する基本
的事項につい て定め られた。
0日本 固有鉄道退職希望職 員 及び日 本国 有
鉄道清算事業団職員の再就職の促進に関
する特別措置法（91) 1 2・ 4
（注）一時に多数の再就職を必要とする職民ヵ、発：f.
することにかんがみ， 当該改J(·：の前／えび後を
通じて， これら耳成員の早期に円滑なf1}J；叱�m：の
促進を図るため定め られた。
0 一 般職の職員の給与等に関する法律のー
音｜；を 改正する法律(10 1) 12 . 22 
（注） 全俸給表の全俸給月組が， 昭和6 1年 4月1日
から 引 き上げることとした。 初任給調整手当，
扶養手当， 宿日It1手当についても改定が行わ
れた。 なお， 宿日＆t子当については， 昭和62
年 1 月 1 日施行c
省 令
。国民年金法地行規則及び国民年金法施行
規則等の一部を改正する等の省令の一部
を改正する省令（厚生58) 12・22
（注） 規定中一部条項につき「社会保険庁長官」と
あるのを「都道府県知事」とする等の所要の
改正が行わj Lた。
規 則
。日本国有鉄道退職・希望職H litび日本［Jc]
有鉄道清算事業：団職員を保用する場合の
任用， 給与等の特jijlj等の制定（人4�院1
12) 12・ 4
（注）日本国有鉄道退職希ー望職員及び日本［：Ej有鉄道
di算事業団職員の再就職の促進に関する特別
措置法に従い採用する場合の任用， 給与等の
特例等に閑し必要な事J}{が定め られた。
o人事院規則9 6 （俸給の調紫紺）のー
部を改正する 規則 （人事院9 6 - 5 ) 12・22
0人事院規則9 - 1 5 （宿日直子当）の一部
を改正する規則（人事院9-15-1) 12・22
0人事院規則9 - 34 （初任給調桜子当）の
一部を改正する規則（人事院 9 -34-2 ) 12・22
0人事院規則9 - 5 7  （教職調幣制の支給 )j
法等）の一部を改正する規則（人事院 9
-57 2) 12・22
0人事院規則9 84 （最高号俸を起える体
給月額を受ける職員の俸給の七IJ ｛＇，＜え） の
制定（人事院9 84) 12・22
官庁報告
0日本学士院会長補欠選定について（ ll本
学士院） 12・17
＠ 遅斤， 退室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガス
の消し忘れ， タバコの吸般の後始末に十分注意し，
盗難の防止・火災の予防に心がけましょうグ
＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょ
うグ
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学 内 規 則
高山大学体育；抱設委民会規則の制定を次のとおり制定する。
U{i千［］61年12 }j 19日 富山大学長 大 井 信 一
富山大学体育施設委員会規則
（設 置）
第l条 高山大学（以下「本学」という。）に， 富山
大学体育施設委H会 （以下「委民会」という。）を
置く。
( ri 10 l 
�"1 2 条 委以会は， �’γ：におけ る体育施設の円 滑 な管
土:if)}!Vi守 をl司る こと を 目的とする。
（得議官·j�rl()
あ3条 委H会は． 次にW1げるや引について稼議する。
(1）体行地設の竹.jlj＼巡’1:1·にIY<lするJた本tl'J・J·�m
(:Z）体行地設の新設lえび1，！，�jfoに関する4i-JJi
rnその他体行地設に｜美jするj最安’•JOY{
（組 織）
部4条 をよi会は， 次の各号ーに1�1げるを·Hをもって結l
織する。
(l）＇下位三官l\J.毛
(2）学部及び教養部から選出された教官 各1名
（：�）教育学部／えび教養部の保健体育111当教官 各1 ?'1 
(4）事務局長
(!l）学生部次長
2 両lj頂部2号1えび詳'i 3サのをiiは， 当日在学部長又は
教養部長の推的にJたづき学長が命ずる。
（任 期！）
�""i 5条 高l条第1項第2号jえび�i 3与すの委員の任期は，
2 年とし， 再任を妨げなL、。 ただし， 補欠の委員の
任期l は， 前任者の残任期間とする。
（委員長）
第6条 委員 会に 委員長 を置き， 学生部長 をもって充
てる。
2 委員長は， 委員会を74� L ， その議長と なる 。
3 委員長に事故があるときは． 委員長があらかじめ
指名した委員が その職務を行う。
（議 事）
第7条 委員会は， 委員の3分の 2 以上の出席 により
成立する。
2 議事は， 出席委員の過半数をもって決する。 た だ
し， 可否同数のときは， 議長がこれを決する。
（意見の聴取）
第8条 委員会カf必要と認めたときは， 委員以外の者
の出席 を求め て意見を聴くことができる。
（運営協議会）
第9条 委員会 に体育施設の効率的運営を期するため
富山大学体育施設運営協議会（ 以下「運営協議会」
という 。 ） を置 く。
2 運営協議会 に関し必要な事項は， 委員会の議を経
て， 別 に定める。
（庶 務）
第10条 委員会の庶務は， 学生部学生課 において処理
する。
附 則
1 この規則は， 昭和62 年1 月 1日から施行する。
2 次に拍げる規則は， 廃止する。
( 1) 富山大学体育館運営委員会規則（ 昭和38年12月
21日制定）
(2) 富山大学硬式庭球施設運営委員会規則（ 昭和39
年12月18日制 定）
砂南山大学体育施設委員会規則制 定理由
富山大学における体育施設について， 統一的かつ円
滑 な管理運営を図るため， 必要な事項を定め る。
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諸 議
AG一品
第3回富山大学情報処理センター運営委員会(12月1
日）
（議 題）
(1）センター長の推薦について
昭和61年度第1回富山大学共通第1次学力試験実施委
員会（12月12日）
（審議事項）
(1）昭和62年度共通第1次学力試験富山大学試験場の
基本方針（実施体制）について
(2）昭和62年度共通第l次学力試験富山大学試験場の
試験室， 志願者及び監督者の部局別割当てについ
て
(3）昭和62年度共通第l次学力試験富山大学試験場試
験実施要項について
昭和61年度第10回入学試験管理委員会（ 12月12日）
（審議事項）
(1）昭和62年度富山大学案内について
(2）昭和62年度富山大学入学試験電子計算機処理委員
の追加
(3）昭和62年度人文学部社会人特別選抜及ひ理学部帰
国子女・社会人特別選抜における問題作成・採点
委員について
(4）各学部で合格者を決定する際の判定資料の内容に
ついて
(5）昭和62年度高山大学入学試験における合格者の発
表方法について
昭和6 1年度第4回入学者選抜方法研究委員会(12月12日）
（審議事項）
(1）入学者選抜方法の諸問題について
第58回富山大学構 内 交通対策委員会（12 月 16日）
（議 題）
(1）富山大学構内交通規制に関する暫定要項等の改正
（案） について（継続）
昭和61年度第3回国際交流委員会（12JoJ19日）
（議 題）
( 1）昭和61年度の本学と遼寧大学との教官の学術交流
について
(2）国際交流基金の募金活動状況について
昭和61年度第9回評議会（ 12 月 19日）
（審議事項）
(1）昭和62年度高山大学入学者選抜試験推薦入学， 紅
会人特別選抜合格者の判定について
(2）昭和62年度共通第l次学力試験富山大学試験場試
験実施要項について
(3）富山大学体育施設委員会規則の制定（楽）について
は）富山大学学則の取扱いの特例に関する申し合せギ
項（案）の制定について
(5）教官総覧について（判事続審議）
(6）第7次定員削減について（継続審議）
品比T 
事
若林教授安全工学協会の最高功績賞受賞
富山県内の工場火災や爆発災害などの鑑定をほとん
ど手がけてきた工学部主林嘉一郎教授が， このほど安
全工学協会から最高J)j *-?t貨の一つである「k？げしそ
受賞した。
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〈玉置賞〉同教授 の受賞対象は， 長年にわたる 化学工業協会評
議員， 安全工学協会理事 などの要 職を務めた功績と，
火災・爆発災害防止、 産業 公害防止 ならび に安全工業
協会 に関する 論文発表から最高功績賞の一つで ある「玉
置賞」が贈られた。
安全工学協会は全国の大学 や研究所， 企業の研究者
が集まる学会。 工場安全 などをテーマとし， 「玉置賞」
は同工学協会の会長で あった千代田化工社長玉置明
善氏の功績をたたえて設けられた賞。
異動区分｜発令年月日｜氏
臨時的任用I 61. 12. 
人 事 異 動
名 異動前の所属官 職 異 動 内 容
虫 浩 子｜ ｜教諭（教育学部附属養護学校）
gr 職l II 村 井 節 子｜教諭（教育学部附属養護学校 ） ｜ 辞職を承認する
渡航の続制 所属
外伝i /"H �長 工学部
海外研修旅行 経済学部
言ト 報
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
1故 氏 名 渡 航 先 国 目 的
ケンブリッジ大学及びセント
連合：±.国， フラン －アンドリユース大学にて字
助教授 坂井 純一 ス， スイス， オー 宙プラズマ物理 につい て共同
ストリア， 西ドイ 研究並びにヨーロッパ各研究
、ソ 所での研究討論
国際ビルヂング経営研究所主
助教授 武井 '1!J ア メ リ カ 合衆国 催の国際会議 における研究発
表と円卓会議への出席
職 員 消 息
｜ 富山大学名誉教授 片山龍成氏 逝去｜
任命権者
富山大学長
II 
期 間
6 1  12. 31 
62. 8. 15 
61 . 12. 4 
61. 12. 13 
本学名誉教授片山能成氏が， 昭和61年12月14日肺不
全のため 逝去されました。 享年73オ。
同氏は， 同15年3月東北帝国大学理学部を卒業され，
同大金属材料研究所本多研究室にお勤めになり， その
間， 金属. fr金の鋭、何：を理論的に研究され， 特にFeAl,
Ni Al合金のバンドに関する研究は有名です。
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同32年9 月， 富山大学文理学部理学科物理学教室に
教授とし て奉職され， 一般力学， 熱力学， 統計力学等
の講義をされ， その間， 磁性体の比熱測定， 磁気天秤
の製作， 鉄ホイス カ ーの結晶成長等 多くの成果を残さ
れました。 又， 同42年 4月， 教養部の創設に伴い， 教
養部教授とし て学生の教育と教養部の充実に尽力され
ました。 同54年4月， 富山大学発展に寄与された功績
報
第278号
により， 富山大学名誉教授の称号が授与され， また，
同61年11月， 永年にわたっての教育・研究 に尽くされ
た功績により勲三等 旭日中綬賞 が授与されまし た。
な お， 葬儀は， 富山市五番町光厳寺において執り行
われました。
ここ に御冥福を祈り， 謹んで哀悼の意を表します。
明立田福授
部学文教人
勝発開
〉
官
更務 変部
事
所部 住文 〈
本
主 要 行 事
本
竺J
12月 1 日 第3回富山大学情報処理センター運営委員会
3日 経済学部「畳間主コース」推薦入学選抜試
験新樹寮生との話し合い
4日 特別健康診断
7日 経済学部「夜間主コース」推薦入学・社会
人特別選抜試験
8日 人文学部社会人及び理学部社会人・帰国子
女特別選抜試験
9日 昭和6 1年度北陸地区国立学校事務電算化協
議会第二回定例協議会
第4回学寮補導委員会
東海・北陸地区国立大学入試事務担当者会
議（於：名古屋大学）
11日 臨時健康診断（教育スキー参 加 者）
1 2日 営繕関係説明会
第1回共通第1次学力試験実施委員会
第10回入学試験管理委員会
第4固入学者選抜方法研究委員会
1 5～16日 厚生補導研究会（於：小川温泉）
16日 第58回構内交通対策委員会
18日 第4回総合大学院検討委員会自然科学部会
国家公務員採用試験募集懇談会
（於：人事院中部事務局）
19日 第9 回詳議会
23日 第2回共通第l次学力試験実施担当 者会議
（於：東京・ イイノホール）
2 5日 学務関係打ち合せ会
27日 御用納め
人 文 学 部
12月3 日 （部内）内規検討委員会
6 日 講演会「中国と日本」京都大学人文科学研
究科長 竹内 賓 教授
8日 社会人特別選抜試験（第2次）
1 0日 学部教務委員会
特定研究発表会
12日 真率会役員会
15日 学部予算委員会
17日 教授会
人事教授会
19日 事務連絡会
20日 授業（通常）終了
2 2日 集中講義指定期間（ ～26日）
12月 2 日 教育実習運営協議会
3 B 予算委員会
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人事教授会 20日 社会人特別選抜合格者発表
7 日 附属養護学校 �＇！：開発表会 23日 授業終了
11 日 附属養護学校 新入学児童 ・生徒合格発表 24日 教授会
附属幼稚l判事！？入r－�1児｛＇；－杭発表 人事教技会
12日 日本教育大学協会第一常置委員会
（於：東京学芸大学）
17日 学部教務委民会 工
み寺同」
教授会
人事教授会 1 2 月 3 日 選考委員会
19日 附属幼作！京l 第2学期終業式 4 日 共通機器運営委員会
20日 附属養I護学校 第2学Jt)J終業式 1 5日 学部教務委員会
2 1 日 学部冬子i休業（ 1 H 7日まで） 1 7日 教授会
22日 人事教授会 工学研究科委員会
附属小学校 第2＇芋Wl終業式 専任教授会
23日 予算委H会 18日 共通機器運営委員会
1;HJ1_n;1j1＂／：十支 部2?JtJl終業式 24日 北陸信越工業教育協会富山県支部幹事会
26日 学部改革検討委員会
経
済
竺雪つ
教
養
12 IJ 3日 *i:ii'T学部H主的入学「伐llJJ::tコース」jl!jj"),t試験
4 f-3 続出1宇部Ht1.et入f芋「主主lilJ主コース」選J友i韮
)jf;J,i会
5 E::I 学部施設幣備委員会
7 H 料消学部f官庁It入学「夜間主コース」及び社
会人特別選法試験
9 日 統治学部推的入学「夜間主コース」／えび社
会人特別選抜j並々を民会
10 f:l 7：部教務委員会
人事教段会
教技会
1 1日 夜間主コース運営安民会
12 �:l 税時会幹事会
17日 学部将米伊i:tL＼検討委民会
18日 各純委H i遅々委員会
23日 授業終了（10）目）
理
学
ヂ］
12 J-J 8 日 帰ド1-f-女， 社会人特別i主政試験（第2次）
10日 教授会， 人事教技会
12日 真率会役員会
19 日 事務連絡会
1 2月1 日 予算委員会
3 日 教授会
1 7日 推薦委員会
人事教授会
教授会
23日 授業終了
附属図書館
12月18日 第3回附属図書館商議会
19日 電算化ワーキンググループ打ち合わせ会
23日 電算化ワーキングク”ループと富士通S Eと
の打ち 合 わせ
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
12月4日 職員特別健康診断（自動車運転手等）
11日 臨時健康診断（教育学部スキー実習参加者）
経営短期大学部
1 2 月18日 教授会
23日 授業終了
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資 料
給
与
法
の
改
正
に
つ
い
て
一般 職の 職員の給与等に関する法律の一部を 改正す
る法律（昭和61年法律第101号）が 昭和61年12月19日 に
参議院本会議 において可決成立し， 昭和61年12月22日
に公布施行されました。
本学 職員 に関する 給与等改正の内容は次のと おりで
す。
1 . 俸給表の改正
俸給表を 別記のと おり 改正し， 昭和61年4月1
日から適用されます。
2 . 諸手当の改正
諸手当の改正要 点は， 次のと おりです。
要 占給与種目 改 正
初任給調整 ｜ 医系教 官i医師免許所有者 （医付適用者を除く。 ）！
手当 ｜ 支給額 初年度 42,000円→42,500円
( 6 年間据置）
支給期間 35年 （改正 なし）
根拠法令 等
（適用年月 日 ）
(61.4.1) 
法10条の 3'
l項
規則9 -34, 
別表
(61.4.1) 
法11条 3項
扶 養 手 当 I 1 手当額の 引上げ
配偶者 ・・・…・・－－－－－－…－・・・・・……14,000円→15,000円
配偶者以外の 扶養 親族………4,500（改正 なし）
( 2 人まで）
配偶者のい ない職員のー…・・・9,500円→10,000円
扶養 親族（1 人の み）
上記以外の 扶養 親放…………1,000円（改正 なし）
2 所得限度額
年額 90万円（改正 なし）
宿日直手当 ｜ 手当額の 引上げ I ( 62. i.1) 
一般管理当直
1,600円 （2,400円 ）→2,300円（3,4 50円 ） ｜ 法19条の 2'
制 （ ）内の金額は土曜日の 宿日 直の手当 額を 示 I 1項
す
俸 給の 調整 ｜ 定額表の 改正 I (61.4.1) 
古fi I ただし書の号俸に係る 額の改正及びただし書の一部 ｜ 規則9 6' 
削除 ｜別表第2
教 職調盤額 ｜ 教 職調整額 が支給され ない職員 （教 頭 ）の加算 額の引
等 ｜ 上げ
教 t ")3級の者>5,600円→5,700 円教 け3級の者
ただし， 次 に掲げる場合にあっては， それぞれの 額
を 5,700円 に加算する。
1 教 （.：·.） 3級17 号俸の者 ・・・・・…. 800円
（直前に教 け2級33号俸を受け ている場合に｜浪
る）
2 教 （ '.) 3級22号俸の者一・…1, 700円
（直前に教 （ .) 2 級38号俸を 受けている場合に｜浪
る）
(61 .4.1) 
規則9 -57, 
3 条
8 -
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別 記
行 政職俸 給 表 （ー）
ij;'i(ft,刀机 級 2 級 3 f)k 4 級
牛J土 I年 1本＊；； Jj前！ iキ＊；； J l前！ ｛料； JJ 古H l本給付叡i
l'I l'I l'I i'I 
り」リi\11 l l�.＼10\I J:l:i . .\IHI 11i;;.200 
2 �I/. �（1(1 l�l.lillい l.＼� :lllil 17�.800 
3 1111 11011 l�i(, li\(I I.＼引�11(1 180.400 
4 1111.l\\il l:l:i 31\ll l:iG "Oil 188.300 
5 111/./1)υ 1.\ l.Hilli 11;:uo11 196.300 
6 l 11. 11111 1.\1 .!Hill 1/0 ,'i印l 204. 200 
l l:i.リ(1(1 lS2 21\0 177 . .\00 212 .Ill)() 
日 l:?il.i\011 151. 21\\\ 184 .200 21 \I .lillil 
I !:l i》1)(1 （ご｝ lil. /i\11 189.900 22\i. �li\i\ 
10 "' I !IiりOil ご195.500 234, 100 
11 11i�l. 9011 201.000 241 3(Hl 
132 lillil [/;l,\liltl 248. 500 
13 i:)j,lillll ll/.'.10(1 211.600 255.300 
14 131 .j(i(I 180.xrn 1 216 . .JOO 262.100 
15 13\1.61111 l�：LiOi\ 26�.100 
lG 111. �I川 :!25 .600 273.900 
1x<1.:m11 © 27品200
l� 233 .300 
19 ］リ：i .�{Ii\ 285,500 
20 239 .000 
241.500 290,800 
？？ 243，リ00 293.400 
246.300 
2-1 298守印。
25 250. 900 301.100 
2G �53, 200 
山�田I 255 .400 306 c "0 
2H 308.400 
品凶号ー
級
｛辛＊� )j 'Ml 
l'I 
180, 500 
I以.500
196.600 
204 .600 
212. 700 
220.600 
22札301\
235. 900 
243. 500 
SI.IOI\ 
258, 700 
266守100
。 273,000 
279. 900 
290. 800 
·299 .400 
306. 200 
309. 2il0 
312.100 
315.100 
320, 900 
報
6 級
iキ給Jl 'Mi 
l'I 
197, 700 
206.000 
214.400 
222 .800 
231.200 
239 .600 
247. 900 
256. 500 
265. 200 
274 .000 
282 .800 
291‘600 
300.300 
308,400 
315.900 
322 .000 
327. 7CO 
© 331. 700 
Jl5 600 
14:l.:lil0 
:l4i .100 
350.SCO 
:i54 .400 
7 級
俸給月Mi
l'I 
�14.500 
223 旬。∞
231.600 
240,200 
248守900
257' 700 
266,600 
275. 5α｝ 
28.\ .400 
293. 300 
302 .200 
310 . 800 
318 . 900 
326 .000 
© :l32.600 
�38 200 
347 700 
355.600 
:l63, 100 
第278号
( 61 . 4. 1) 
8 級 9 級 10 級 11 級
i半＊； 月'Mi ｛泰＊�月'Mi 俸給月額 （李＊�月＇Mi
l'I l'J Jlj Pl 
232 800 261‘400 294. 700 336. 500 
2-11.600 272.300 306,400 350.600 
250.600 283.200 318.200 364 .700 
259. 700 294‘200 329. 900 378.800 
269.COO 305.400 341.700 392. 900 
278,300 316' 500 353, 500 407 .000 
287. 7C l 327. 700 365.200 421.000 
297 . ocn 338. 700 © 377 .000 434. 900 
306 300 349' 700 388,7CO 448. 700 
© 315.500 360.300 399.900 462 200 
324. 700 370.600 472. 700 
333司自00 380 ,600 418.200 479.300 
342 .400 389' 500 485, 700 
© 396.300 432 .600 491.700 
351守900 496.5日O
407 .400 
368. 600 
416.200 
:l76.600 
380 500 
f1iii考 この表Ii， 他の俸給表の適用を受けないすべての職員に適用する。 ただし. �i；二一！二条及び附則第三項に規定する職員を除〈。
一職員会館の宿泊の御案内一
＠利用日……土・日曜日及 び祝日も利用でき ま す．グ
＠申 し 込み・・・利用日の2日前 ま でに．グ
＠門限時刻…午後10時………御協力 を………／／
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行 政 職 俸 給 表（ニ） ( 6 1. 4. 1) 
職務の級 級 2 級 3 級 4 級 5 キ及 6 級
号 俸 俸給月額 ｛奉 給 月傾 俸給月額 俸給月額 （奉給月額 ｛奉給月組
円 円 円 円 円 円
1 85 , 200 118 , 400 134 , 000 151,500 175,200 199,700 
2 87 , 800 123 , 500 139 , 800 157,500 181 , 200 206 , 200 
3 90,400 128 ,  7 00 145 ,  600 163 , 400 187 , 200 2 12,700 
4 9 3 , 000 134 , 000 151 , 500 169,300 193 , 200 219,700 
5 95 , 600 139 , 300 157 , 400 175,200 199 , 300 226 , 800 
6 98 , 500 144 , 500 163 , 3 00 181,000 205 , 400 234 , 100 
7 101, 800 149 , 600 168 , 900 186 , 400 211, 200 241 , 400 
8 105 , 200 154,600 174,400 19 1, 500 2 16 , 500 248 , 700 
9 109 , 000 159,600 179 , 900 196 , 600 221, 700 256 , 100 
10 113' 400 164 , 400 185 , 200 201, 700 226、900 263 , 500 
11 118 , 400 169, 200 190 , 000 206,600 。 232' 100 270 , 800 
12 123' 500 。 173,700 194 , 800 2 11 ,  300 237 , 300 278,000 
13 128,600 178,200 199,500 。 2 16,000 285 , 100 
14 133,600 182 , 400 204, 100 220,700 247 , 4 00 29 1 , 300 
15 138 , 4 90 186,400 208,600 225 ,400 252 , 300 297,400 
16 142 , 900 213, 100 230 , 100 303 , 400 
17 147 , 000 193,700 217,600 234 , 300 261 800 309,400 
18 151, 100 197 , 200 222' 100 314 , 700 
19 154 , 700 226,400 241,400 270 , 400 319 , 700 
20 。 157,600 203 , 200 230 , 300 244 , 700 324 , 100 
2 1  。 233' 400 278,000 32 8,400 
22 163 , 200 207,500 236,000 250 , 600 332 , 500 
23 284 , 100 335 , 900 
24 168,400 211, 600 240 , 700 256,200 
25 242 , 800 288,900 
26 172 , 700 215,600 261 , 300 
27 217 , 600 247' 100 
28 176 , 800 249 , 200 265 , 800 
29 221, 500 
30 180 , 500 253 , 400 
31 182 , 300 255,400 
32 
備考 この表は， 機器の運転操作，庁舎の監視その他の庁務及びこれらに準ずる業務に従事する職員で人事院規則で定めるものに適用
する。
nu 
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教 育 職 俸 給 表 （ー） (61 .  4 .  1 )  指定職俸給表( 61.4 1 )  
主；－ f本 1本給J-J古ti
Pl 
46 1 ,000 
2 508,000 
3 566. 000 
4 626. 000 
::> 「 675.000 
6 726 ,000 
7 789,000 
8 850,000 
9 911'000 
10 970‘000 
1 1  1 .  027 '000 
1 2  1 .  049. ()()() 
1精巧 こ の表 （ ム事務；k'i':' .
外In）の1.：： 司 大字の学k
ぷ験耐えi;J: 研究1iJ［の長．
41�ド；（；メiH奈美所のHそ
の他の＇1＼�i�を11iめる股
Iiで人事1:;;;1;1.1.wiで：とめ
るものにj盛Illする
職務の級 級 2 級 3 級 4 級 5 級
号 ｛本ー ｛本給 H古（（ ｛本給 月古(i 1奉給 月額 ｛奉給 月額 ｛奉給 月古ti
円 ドJ 円 円 円
1 1 1 ,  600 137,200 1 88 , 600 2 19 , 700 281 , 700 
2 1 1 6, 500 145 , 700 197 , 1 00 229,400 292,400 
3 1 2 1,700 1 54, 100 205 , 700 239'1 00 303 ,  1 00 
4 128,200 162.700 2 1 4 , 500 249 , 000 313,800 
5 1 34 , 800 1 71 ,300 223,500 259 , 000 324 , 600 
6 142 .1 00 1 79 , 9 00 232 ,600 268 , 900 335,400 
7 149,400 1 88 500 24 1 ,  700 278 ' 900 346,300 
8 1 57' 1 00 197‘000 250,800 288,800 357, 200 
9 1 6 5.000 205.500 259.900 298 , 600 368,000 
1 0  1 73, 1 00 213,900 。 268,900 308,300 378,800 
1 1  1 81 , 1 00 222 , 300 277,600 3 1 7 , 500 389 , 600 
1 2  1 88,700 230, 500 286,300 32 5,900 400,400 
1 3  。 1 95,800 238 , 600 294,900 。 334 '1 00 41 1 , 200 
1 4  202 , 600 24 5 ' 700 303,500 342,200 422, 1 00 
15 208,9 00 252, 700 31 1 ,  700 350 , 000 433 , 000 
1 6  © 259、000 319,600 443 , 600 
2 21 ,000 265, 1 00 327 500 36 5,400 4 53 , 000 
1 8  226,800 335,000 373,000 462' 300 
19  277,200 471,500 
20 237,9 00 283, 1 00 350,000 386,800 480, 1 00 
2 1  243 .1 00 357,200 487,900 
22 248,300 294,600 364,300 4 00,000 493,800 
23 300,000 370,700 405,800 49 8，剖O
24 258, 100 376, 500 503 , 600 
25 261 ,9 00 31 0,800 4 1 6,700 
26 384, 1 00 420,300 
27 269 , 300 3 19,000 
28 390,700 427,400 
29 275,400 32 5,500 
30 
31  280,400 33 1 ,  700 
32 282 800 334,800 
33 
備考 この表は， 大学及びこれに準ずるもので人事院の指定するものに勤務する教授， 助教授，
，講師，llfJ子とそ他の織はで人事｜記fJ!Jljで〉とめるものに適用するご
唱－A噌EA
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学
教 育 職 俸 給 表 （ニ） ( 61. 4 .  1) 
職務の級 1 級 2 融 3 級 4 級
号 俸 俸 給月額 俸 給月額 俸 給月額 俸 給月額
円 円 円 円
103,500 128,900 241,200 3 27 '500 
2 107,200 136,400 250,000 336,800 
3 lll, 500 143,900 258 ,800 346' 100 
4 116 ,000 151,300 2 67 '600 355,400 
5 121,200 158,600 276 ,400 364 '700 
6 1 27' 100 165,900 285,200 374 ,000 
7 133 '700 173,300 2 94,000 383 ,300 
8 140,700 180,700 302,900 392‘500 
9 147,800 188,000 311,800 401, 700 
10 154 '900 195,300 3 20' 600 410 800 
11 161, 900 203,000 3 29 ,400 419,600 
12 168 '900 211,500 338,200 4 27 ,900 
13 175,900 2 20' 100 346 '700 435 ,400 
14 182.700 2 28 700 。355,100 442 ,800 
15 189,600 237,300 363 ,400 447,400 
16 196.400 245 ,800 371 600 
17 203,200 254,300 379 ,800 
18 。209,900 262,700 388.000 
19 2 16,600 271'100 396 '200 
20 279 '500 
21 2 28 ,400 2 87,900 410,600 
22 234,000 296' 200 417,500 
23 304,600 424,200 
24 244,700 312 900 
25 249,900 © 320.500 
26 327 '900 
27 259,900 335 .100 
28 342 ,400 
29 269,000 349司600
30 
31 275,800 361,800 
32 279 .100 
33 371,400 
34 2 84,500 375 ,800 
35 2 86,800 
36 289' 100 383 '200 
37 291 300 
38 293,500 
備考 この表は，高等学校及びこれに準ずるもので人事院の指
定するものに勤務する校長， 教頭， 教諭， 養護教諭， 助教
諭， 実習助手その他の職員で人事院規則で定めるものに適
用 する。
報
第278号
教 育 職 俸 給 表 （三） ( 61 .  4. 1) 
職務の級 級 2 級 3 級 4 級
号 俸 俸給月額 ｛奉給月額 ｛奉給月額 俸 給月額
円 円 円 円
103,500 lll ,500 205,700 324 ,000 
2 107,200 117' 100 214,600 332,300 
3 111,500 1 22,800 2 23,500 340,600 
4 116,000 128,900 232,400 348,800 
5 121,200 136 ,400 241,200 357'100 
6 127.100 143,900 250,000 365,300 
7 133,700 151,300 258,800 373,500 
8 140,700 158,600 267 '600 381,500 
9 147,700 165 '900 276 ,400 388,700 
10 154,700 173,300 2 85' 100 396 ,000 
11 161,400 180,700 293,700 402,500 
12 168' 100 188 ,000 301, 700 409,000 
13 174,500 195,300 309,600 414,200 
14 180,800 203,000 317,400 419,300 
15 © 186,900 211, 500 325' 200 4 23 ,400 
16 192,900 2 20, 100 332,900 
17 198,800 2 28,700 。340唱400
18 237,300 348,000 
19 210.000 245 ,800 355,500 
20 215,300 254 '300 362 '900 
21 262 '700 369 '700 
22 2 25 '200 271,000 376,000 
23 279,300 
24 234 ,000 2 87,600 3 86,400 
25 295,200 
26 240 ,800 302,600 393 ,600 
27 243 '700 309 ,900 
28 246,300 © 316,800 399,700 
29 248,800 323 ,400 
30 251, 100 329 '600 
31 253,300 335,700 
32 255 ,400 
33 257,500 346,900 
34 352,200 
35 ＼ 
36 360,900 
37 
38 368,600 
39 ( 371.200 
る政め」？折山いんf止法1’
で
二
一一文M川リ
lii’ hhり問問制札れ’
院
こ長事ぴ校人MM1 79 J ？ に闘すけ貝稚務職幼勤
の
’ hド
抽出
校の
の
学もそ小る諭
’十uF
掛引い
校定助
。
学指
’る
中の諭
す
’ 院教用
は事護適表人
養に
ので
’の
こ
の
諭も
も教
る
岩J＃周
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医 療 職 俸 給 表 （ニ） ( 6 1 . 4 .  1 )  
職務の級 1 キ及 2 級 3 級 4 キ及 5 級 6 級 7 級 8 級
号 ｛奉 ｛奉給月 額 ｛奉給月額 ｛奉給月額 ｛奉給月 額 俸給月額 ｛奉 給 月額 俸 給 月額 俸 給 月額
円 円 円 円 円 円 円 円
1 97 , 900 1 19 ,  900 1 52 , 500 1 74 . 400 206 、 000 241 , 600 270 , 900 329 , 400 
2 1 0 1 , 200 125 , 400 159 , 700 182 . 000 2 1 4 , 600 2 50 . 600 282 , 1 00 341 , 300 
3 1 04 , 700 1 32 . 000 1 67 , 000 18�1 . GOO 223 , 300 259 , 700 293 , 400 353 , 400 
4 1 09 ,  1 00 1 38 , 500 1 7 4 . 300 197 . 300 232 , 000 269 , 000 304 , 600 365 , 600 
5 1 1 3 ,  600 1 45 ,  100 18 1 ‘ 民（）（） :w5 . 100 240 , 700 278 , 300 3 1 5 , 900 377 , 900 
6 1 18 . 400 1 5 1 . 600 1 89 . ;)()() :! l：� . 000 249 , 400 287 , 700 327 ,  1 00 390 , 100 
7 1 23 , 900 158 . 300 1 96 . 900 220 . 900 258 , 1 00 297 , 000 33 8 ,  300 402 , 200 
8 1 30 , 300 164 . 900 204 , 500 228 . 約（）（） 266 , 800 306 , 300 349 , 400 4 1 4 , 300 
9 1 36 , 700 1 7 1 , 600 2 1 2 . 300 236 . 500 275 , 500 。 3 1 5 , 500 360 , 300 426 , 300 
1 0  1 42 , 500 1 78 ,  100 220 . 000 244 . 200 284 , 300 324 , 700 370 , 600 438 , 200 
1 1  147 , 500 184 , 600 2 27 . 400 251 . 800 293 . 000 333 , 800 380 , 600 445 , 400 
1 2  1 5 2 . 600 1 90 . :)00 234 . 500 25り. 300 301 , 400 342 , 400 。 389 , 500 45 1 ,  700 
1 3  。 1 57 . 500 。 195 . 900 24 1 .  600 © 266 司 自（）（） 309 400 3 96 , 300 457 , 700 
1 4  1 6 1 . お（）（） 20 1 . 500 :.w� . 100 27:) . �）（）0 31 6 , 900 357 司 900 463 , 300 
1 5  255 ,  600 28 1 ,  000 。 323 , 000 409 , 500 4侶 ， 700
1 6  1 70 司 1 00 n 2 . :.wo 262 . 400 329 , 1 00 368 , 600 4 1 3 , 900 473 , 200 
1 7  2 1 7  . 1 ()() 268 . 800 292 . 000 
1 8 1 78 . 100 '!.74 . 900 339 , 300 376 , 600 
1 9  226 . 300 © 27�） . 500 30 1 , 1 00 380 , 500 
20 1 83 , 900 283 , 400 347 , 1 00 
2 1 233 . 800 308 , 300 350 , 800 
22 1 88 . 600 290 . 000 354 , 500 
23  238 . 700 31 4 , 600 
24 24 1  . ()()() 295 . 200 
25 
26 245 . 400 300 . 200 
27 :m2 . GOO 
（精 巧 こ の表は， 病 院， 療 養所， 診療 所 等 に 勤務する薬 剤師， 栄 養士その他の職員 で 人事院規則で定めるものに 適 用 する。
＠ 積雪 ・ 凍結時の 自 動車等の運転 は， 極 力取 り 止め
ま し ょ う グ
＠ 積雪時 は ， 構内除雪の障害 と な ら な い よ う 駐車 に
注意 し ま し ょ う グ
＠ 構 内 での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研 究 に 支 障 を
来 さ な い よ う 安全運転 に 努め定め ら れた 交通方法，
歩行者の安全 及 び騒音防止 に努め ま し ょ う グ
内〈U
昭和62年1月 1 日発行
学 報
穿1278サ
医 療 職 俸 給 表 （三） ( 61 .  4 .  1 )  
職務 の 級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 キ及
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 ｛奉 給 月 額
円 円 円 円 円 円
1 1 02 , 700 1 1 8 '  000 1 58 , 500 1 78 '  1 00 206 , 600 236 , 800 
2 1 06 , 400 1 23 , 500 164 , 700 1 84 , 900 2 14 , 000 245 , 100 
3 1 1 0 , 300 1 28 , 900 1 7 1 , 400 1 91 , 600 221 , 500 253 , 600 
4 1 14 , 200 134 , 900 1 78 , 000 198 , 400 229 , 000 262 , 400 
5 1 1 8 , 000 1 40 , 800 184 , 700 205 , 100 236 , 400 27 1 , 400 
6 1 23 ' 500 146 , 700 1 9 1 , 300 2 1 2 , 000 24 3 '  600 280 , 400 
7 1 28 '  800 1 5 2 , 500 197 , 900 218 , 800 250 , 800 289 , 400 
8 134 ,  700 158 , 300 204 , 400 225 , 700 258 , 000 298 , 400 
9 140 ' 600 1 64 , 000 2 1 1 , 000 23 2 , 500 265 , 000 307 , 400 
10  1 46 , 300 1 69 , 700 2 17 ' 500 239 , 200 272 , 1 00 3 1 6 , 400 
1 1  15 1 ,  900 1 75 , 400 224 , 000 245 , 900 。 279 , 1 00 325 , 300 
1 2  157 , 400 1 8 1 , 000 230 , 500 2 5 2 , 500 286 , 200 334 ' 1 00 
13  1 6 2 , 700 186 , 500 236 , 900 259 ' 1 00 293 , 300 342 , 900 
1 4  1 67 , 900 1 9 1 , 900 243 ' 400 265 , 700 351 , 300 
1 5  173 , 000 。 197 , 200 249 , 900 272 , 200 307 , 400 359 , 500 
16 1 78 ,  1 00 202 , 500 256, 200 。 278 , 500 314 , 400 367 ' 100 
17 183 , 000 207 , 700 262 , 500 284 , 900 321 , 1 00 374 , 700 
1 8  187 , 800 21 2 , 700 26 8 ,  700 291 , 1 00 381 , 600 
1 9  1 9 2 , 500 274 , 700 297 , 300 3 3 1 , 600 387 , 800 
20 © 1 9 7 , 200 222 , 800 280 , 600 302 , 700 391 , 900 
2 1  201 , 700 227 ' 800 286 , 500 340 , 200 395 , 700 
22 206 ' 1 00 232 , 700 292 , 100 3 1 2 , 500 399 , 400 
23 210 , 300 © 296 , 700 34 7 , 000 
24 242 , 500 301 , 100 31 9 , 700 349 , 700 
25 2 1 7 , 600 247 , 400 305 ' 300 
26 220 , 800 2 5 2 , 300 325 , 800 
27 3 1 1 ,  700 
28 227 , 000 260 , 700 3 14 , 400 3 3 1 , 200 
29 
30 23 1 ,  800 267 , 300 319 , 500 
3 1  
32 236 , 300 272 , 200 
33 274 , 600 
備考 こ の表は， 病院， 療養所， 診療所 等 に 勤務する保健婦， 助産婦ー 看護婦， 准看護婦 そ の他の職員 で人事 院 JJ! J!J で3じめる も の に j也
用 す る c
く〉訂正（ お わ び）
学報 昭和61 年 1 2 月 1 日 発行 第277号
ペー ジ ｜ 訂正箇所 ｜ 誤 正
4 3 . 検査期 日 ｜ 昭和61年 3 月 5 日 同 ｜ 昭和62年 3 月 5 日 同
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